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新井紙材株式会社 環境経営⽅針 

  

2015 年、国連において SDGs とパリ協定が採択され、世界は持続可能な未来に向けて本格的に舵

を切りました。その背景には、20 世紀以降の⼤量⽣産・⼤量消費社会がもたらす地球環境への負

荷が、もはや看過できない状況まで悪化している現実があります。⼈類の将来を担う⼦どもたち、

その幸福と繁栄に貢献するため、当社が属するリサイクル産業は、これまでのような「後始末」

「縁の下の⼒持ち」に⽌まることなく、持続可能な未来を主導する役割を担う⽴場だと認識するこ

とが必要だと確信しています。 

当社は、⾃らの事業活動がもたらす環境負荷をゼロにすることを⽬指すのは勿論のこと、さらに環

境再⽣的な事業を⾏うことを⽬標とします。そのために事業における環境負荷の測定と、継続的な

改善活動を実施いたします。それを産業全体に波及させることも視野に⼊れ、SDGs やカーボンニ

ュートラル、サーキュラーエコノミーの実現に貢献してまいります。 

 

１．世界中すべての廃棄物を資源として循環させることを⽬指します。 

２．事業活動における CO2 排出量ゼロを⽬指します。 

３．事業者に対し、リサイクルに関する情報提供や分別の指導等を⾏います。 

４．⽔使⽤量を減らし、節⽔に努めます。 

５．関連する法規制を遵守します。 

この環境⽅針は、全従業員に周知徹底を図るとともに社内外に公表する 

 

2022 年 9 ⽉ 1 ⽇ 

東京都港区⿇布⼗番⼆丁⽬７番１号 

新井紙材株式会社 

代表取締役社⻑  新井遼⼀ 



1. 組織の概要 
事業者名 新井紙材株式会社 

所在地 東京都港区⿇布⼗番 2-7-1 

事業所 ⼾⽥事業所 ：埼⽟県⼾⽥市美⼥⽊ 4-7-2 

茅ヶ崎事業所：神奈川県⾼座郡寒川町倉⾒ 1993-2 

習志野事業所：千葉県船橋市習志野 4-14-3 

茨城事業所 ：茨城県猿島郡境町内⾨ 1108-26 

事業の概要 製紙原料（古紙）の収集・販売 

その他再⽣資源の収集・販売 

産業廃棄物処理   

創業 1951 年 12 ⽉ 

資本⾦ 3,750 万円 

売上⾼ 107,775 万円（2023 年 8 ⽉期） 

従業員数 55 名（2023 年 8 ⽉期） 

廃棄物収集運搬量 676.91 トン（2023 年 8 ⽉期） 

 

許可⾃治体 業の区分 許可番号 許可年⽉⽇/有効年⽉⽇ 

東京都 産業廃棄物収集運搬業 第 13-00-100096 号 2022.11.24 / 2027.11.24 

埼⽟県 産業廃棄物収集運搬業 第 01101100096 号 2022.11.12 / 2027.11.12 

神奈川県 産業廃棄物収集運搬業 第 01400100096 号 2018.02.07 / 2023.02.06 

千葉県 産業廃棄物収集運搬業 第 01200100096 号 2019.06.06 / 2024.05.13 

茨城県 産業廃棄物収集運搬業 第 00801100096 号 2018.10.03 / 2023.09.19 

神奈川県寒川町 ⼀般廃棄物収集運搬業 第 50 号 2019.07.01  2023.06.30 

 

※レポート中の CO2 排出係数について 

環境省 電⼒事業者別排出係数⼀覧 令和 4 年提出⽤  https://ghg-santeikohyo.env.go.jp/calc 

中央電⼒（参考値）事業者全体：0.000490 を使⽤しています。 



2. 環境経営実施体制図 
 

更新日 2022 年 12 月 1日 

代表者・責任者・作成者 新井遼一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 役割・責任・権限 

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任 

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者の決定 

・環境管理責任者を任命 

・環境方針の策定・見直し及び全従業員への周知 

・「経営における課題とチャンス」の明確化 

・環境目標・環境活動計画書を承認 

・代表者による全体の評価と見直しを実施 

・環境活動レポートの承認 

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理 

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認 

・環境目標・環境活動計画書を確認 

・環境活動の取組結果を代表者へ報告 

・環境活動レポートの確認 

環境事務局 

（環境委員） 
・環境管理責任者の補佐、EA22 環境事務局 

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 

・環境目標・環境活動計画書原案の作成 

・環境活動の実績集計 

・環境関連法規等の取りまとめ表の作成 

・環境関連法規等の取りまとめ表に基づく遵守評価の実施 

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備え付けと事務局への送付） 

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施 

・自部門における環境方針の周知 

・自部門における従業員に対する教育訓練の実施 

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告 

・特定された項目の手順書作成及び運用管理 

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成 

 テスト、訓練を実施、記録の作成 

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施 

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

・決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

 

代表取締役・環境管理責任者 

新井遼一 

戸田事業所管理者 

新井専務 

 

茅ヶ崎事業所管理者 

矢萩所長 

 

習志野事業所管理者 

高橋所長 

 

茨城事業所管理者 

堤所長 

環境管理委員会 環境事務局 

本社事務室 

新井遼一 



3. 処理する廃棄物の種類、処理能⼒(規模)、処理⽅法、処理⼯程図 

新井紙材株式会社 ⼾⽥事業所 

従業員数 ：14 名（事務 2 名 作業員 12 名）※2023 年 8 ⽉時点 

○廃棄物の種類 

有価物  ：産業古紙 有価プラスチック（ストレッチフィルム） ⾦属スクラップ 

産業廃棄物：廃プラスチック（RPF） ⽊くず（パレット） 

○処理能⼒ 

渡辺鉄⼯製オートベーラー 1 基 Ave 1,673t/⽉（Max 1,992t/⽉）、 20,074t/年 
 
4t 平ボディ⾞ 4 台 4t ウィング⾞ 1台 4t パッカー⾞ 1 台 フォークリフト 8 台	
 

○処理⽅法 

・圧縮梱包 ・パレット積み ・フレコン積み 

○業務フロー 

集荷   ： ⾃社回収・持込業者・収集運搬（産業廃棄物） 
加⼯   ： 受⼊計量・荷降作業・圧縮梱包 
販売・処分： 積込出荷・荷降作業 
 

種別      集荷      加⼯         販売・処分 

  
産業古紙 

有価プラスチック 

⾦属スクラップ 

廃プラスチック 

⽊くず 

⾃社回収・持込 

⾃社回収・持込 

⾃社回収・排出 

⾃社回収・持込 

収集運搬 

選別・圧縮梱包 

選別・圧縮梱包 

 

選別・圧縮梱包 

 

製紙メーカー 

リペレット業者 

スクラップ業者 

RPF 製造業者 

リサイクル業者 



新井紙材株式会社 茅ヶ崎事業所 

従業員数 8 名（事務 1 名 作業員 7 名）※2023 年 8 ⽉時点 

○廃棄物の種類 

有価物  ：産業古紙 有価プラスチック（ストレッチフィルム・ペットボトル・HDPE ロール他）  

⾦属スクラップ 

産業廃棄物：廃プラスチック（RPF） 

⼀般廃棄物：可燃ごみ 

○処理能⼒ 

渡辺鉄⼯製オートベーラー 1 基 Ave 479t/⽉（MAX 529t/⽉）、 5,748t/年 
 
4t 平ボディ⾞ 2 台 4t パッカー⾞ 3 台 2t 平ボディ⾞ 2 台 フォークリフト 2 台	
 

○処理⽅法 

・圧縮梱包 ・パレット積み ・フレコン積み 

○業務フロー 

集荷   ： ⾃社回収・持込業者・収集運搬（産業廃棄物） 
加⼯   ： 受⼊計量・荷降作業・圧縮梱包 
販売・処分： 積込出荷・荷降作業 
 

種別      集荷      加⼯         販売・処分 

 
  産業古紙 

有価プラスチック 

⾦属スクラップ 

廃プラスチック 

⼀般廃棄物 

⾃社回収・持込 

⾃社回収・持込 

⾃社回収・排出 

収集運搬 

収集運搬 

選別・圧縮梱包 

選別・圧縮梱包 

 

 

 

製紙メーカー 

リペレット業者 

スクラップ業者 

RPF 製造業者 

環境センター 



新井紙材株式会社 習志野事業所 

従業員数 11 名（事務 1 名 作業員 10 名）※2023 年 8 ⽉時点 

○廃棄物の種類 

有価物  ：産業古紙 ⾦属スクラップ 

産業廃棄物：廃プラスチック（RPF） ⽊くず ガラ陶くず 

○処理能⼒ 

渡辺鉄⼯製オートベーラー 1 基 Ave 791t/⽉（MAX 937t/⽉）、 9,494t/年 
 
4t 平ボディ⾞ 2 台 4t パッカー⾞ 2 台 2t 平ボディ⾞ 1 台 フォークリフト 2 台	
 

○処理⽅法 

・圧縮梱包 ・パレット積み ・フレコン積み 

○業務フロー 

集荷   ： ⾃社回収・持込業者・収集運搬（産業廃棄物） 
加⼯   ： 受⼊計量・荷降作業・圧縮梱包 
販売・処分： 積込出荷・荷降作業 
 

種別      集荷      加⼯         販売・処分 

 
  産業古紙 

⾦属スクラップ 

廃プラスチック 

⽊くず 

ガラ陶くず 

⾃社回収・持込 

⾃社回収・排出 

収集運搬 

収集運搬 

収集運搬 

選別・圧縮梱包 

 

 

 

 

製紙メーカー・輸出 

スクラップ業者 

リサイクル業者 

リサイクル業者 

リサイクル業者 

 



新井紙材株式会社 茨城事業所 

従業員数 11 名（事務 1 名 作業員 10 名）※2023 年 8 ⽉時点 

○廃棄物の種類 

有価物  ：産業古紙 

産業廃棄物：廃プラスチック（RPF） ⽊くず 

○処理能⼒ 

渡辺鉄⼯製オートベーラー 1 基 Ave 716t/⽉（MAX 834t/⽉）、 8,603t/年 
 
4t 平ボディ⾞ 4 台 4t パッカー⾞ 7 台 フォークリフト 4 台	
 

○処理⽅法 

・圧縮梱包 ・パレット積み ・フレコン積み 

○業務フロー 

集荷   ： ⾃社回収・持込業者・収集運搬（産業廃棄物） 
加⼯   ： 受⼊計量・荷降作業・圧縮梱包 
販売・処分： 積込出荷・荷降作業 
 

種別      集荷      加⼯         販売・処分 

 
 

  産業古紙 

廃プラスチック 

⽊くず 

⾃社回収・持込 

収集運搬 

収集運搬 

選別・圧縮梱包 

 

 

製紙メーカー 

RPF 製造業者 

リサイクル業者 



(1)CO2排出量の削減
A ベーラー・コンベア空運転の禁⽌
B 荷造り作業の⾒直しによる作業時間短縮
C 冷暖房の温度管理（基準省エネ温度設定）
D 各職場照明のこまめな消灯および部分照明の拡⼤推進
E LED照明化の推進
F 営業⾞両・運搬⾞両のエコドライブの徹底
（アイドリングストップ・急発進・空ふかし等の禁⽌）

G ⾞両の⽇常点検の実施

(2)⽔使⽤量の削減
A ⽇常点検による⽔漏れのチェック
B 散⽔・⼿洗い時の節⽔活動の継続
C センサーによるベーラー冷却⽔の流動コントロール

(3)廃棄物排出量の削減
A 排出事業者への情報提供と分別指導
B ごみ分別の徹底

(4)グリーン購⼊の推進
A 事務⽤品を中⼼に再⽣資源製品の使⽤に努める

2022年度環境経営計画
新井紙材株式会社



環境経営計画

(1)CO2排出量の削減
A. 電⼒消費量の削減
前年度の処理量に対して2%ずつの削減⽬標
【取組事例】
①使っていない場所の消灯
②ベーラー（機械装置）運転中⽌時の電源オフ
③ベーラー・コンベア空運転の禁⽌
④エアコンの調節温度 夏季28度 冬季20度

B. 燃料使⽤量の削減
前年度の処理量に⽐例して2%ずつの削減⽬標
【取組事例】
①⾞両の点検整備の徹底
②エコドライブの徹底

(2)⽔使⽤量の削減
前年度の処理量に⽐例して2%ずつの削減⽬標
【取組事例】
①散⽔時の節⽔
②⼿洗い時の節⽔

(3)廃棄物排出量の削減
前年度の処理量に⽐例して2%ずつの削減⽬標
【取組事例】
①排出事業者への情報提供と分別指導
②ごみ分別の徹底

(4)グリーン購⼊の推進
事務⽤品を中⼼に再⽣資源製品の使⽤に努める

4. 環境⽬標とその実績・評価
新井紙材株式会社



4-1 全社

環境⽬標 前年度の実績の1%削減
2021年度実績 2022年度⽬標 2022年度実績 評価 コメント

電⼒消費量（kWh） 363,678.00 360,041.22 340,895.30
CO2排出量（kg-CO2） 178,202.22 176,420.20 164,687.53
削減率（%） - 1.00% 6.65%
ガソリン消費量（L） 21,877.53 21,658.75 16,057.71
CO2排出量（kg-CO2） 50,755.87 50,248.31 37,253.89
削減率（%） 1.00% 25.86%
軽油消費量（L） 218,457.95 216,273.37 207,827.89
CO2排出量（kg-CO2） 563,621.51 557,985.30 536,195.96
削減率（%） 1.00% 3.91%
灯油消費量（L） 597.78 591.80 233.00
CO2排出量（kg-CO2） 1,488.47 1,473.59 580.17
削減率（%） 1.00% 60.63%
廃棄物排出量（t） 214.94 212.79 205.29

削減率（%） 1.00% 3.52%
⽔使⽤量（m3） 1,163.00 1,151.37 1,715.00

削減率（%） 1.00% -47.46%

⾃家発電設備を今後も増設

営業部設⽴により営業⾞の稼働が増える⾒込み。動態管理システム導⼊によりルー

トの効率化とエコドライブ徹底を⽬指す。

古紙仕⼊量の減少による稼働率低下

灯油ストーブを電気暖房に切り替えを検討。電⼒の再エネ化を伴うことと、インパ

クトが⼩さいため優先度は低い。

収集運搬量と⾃社排出量の適正把握に努める。⾃社排出分は全体的に減少傾向にあ

るため、より削減を徹底する。

従来の節⽔活動に加え、節⽔ホース等の器具導⼊を検討。

電⼒消費量

ガソリン消費量

軽油消費量

灯油消費量

廃棄物排出量

⽔使⽤量

達成

達成

達成

未達成

古紙仕⼊量減少

特に対策なし

排出量カウント⽅

法変更

場内⼯事による増

加

達成

古紙仕⼊量減少

⾃家発電導⼊

営業⾞を⼀部

ディーゼル⾞に切

り替え

4. 環境⽬標実績・評価
新井紙材株式会社

達成



4-2 本社

環境⽬標 前年度の実績の1%削減
2021年度実績 2022年度⽬標 2022年度実績 評価 コメント

電⼒消費量（kWh） 25,200.00 24,948.00 22,831.00
CO2排出量（kg-CO2） 12,348.00 12,224.52 11,187.19
削減率（%） - 1.00% 8.49%
ガソリン消費量（L） 2,746.38 2,718.92 917.97
CO2排出量（kg-CO2） 6,371.60 6,307.88 2,129.69
削減率（%） 1.00% 66.24%
軽油消費量（L） 0.00 0.00 1,277.53
CO2排出量（kg-CO2） 0.00 0.00 3,296.03
削減率（%） - -
都市ガス消費量（m3） 647.00 640.53 636.00
CO2排出量（kg-CO2） 1,397.52 1,383.54 1,373.76
削減率（%） 1.00% 0.71%
廃棄物排出量（t） 0.00 0.00 0.00

削減率（%） - 0.00%
⽔使⽤量（m3） 301.00 297.99 277.00

削減率（%） 1.00% 7.04%

未達成 横ばい

都市ガス消費量 ほぼ横ばいで推移。暖房器具の節約に努める。

廃棄物排出量

⽔使⽤量 節⽔活動により⽬標を上回る削減率を達成できた。

達成 横ばい

電⼒消費量 断熱サッシを⼊れ冷暖房の稼働率が低下。

ガソリン消費量 ガソリン⾞→軽油⾞への変更があり単体でのデータは使えないが、燃料合計で

のCO2排出量は⽬標以下の数値を達成できた。

軽油消費量

-

達成 ⼀部ディーゼル⾞

に変更

4. 環境⽬標実績・評価
新井紙材株式会社

達成 事務所内を断熱

サッシに交換

- ディーゼル⾞導⼊



4-3 ⼾⽥事業所

環境⽬標 前年度の実績の1%削減
2021年度実績 2022年度⽬標 2022年度実績 評価 コメント

電⼒消費量（kWh） 114,502.00 113,356.98 101,833.00
CO2排出量（kg-CO2） 56,105.98 55,544.92 49,818.18
削減率（%） -4.47% 1.00% 10.31%
ガソリン消費量（L） 9,168.36 9,076.68 8,469.32
CO2排出量（kg-CO2） 21,270.60 21,057.89 19,648.82
削減率（%） 11.32% 1.00% 6.69%
軽油消費量（L） 82,825.88 81,997.62 80,221.75
CO2排出量（kg-CO2） 213,690.77 211,553.86 206,972.12
削減率（%） -136.65% 1.00% 2.17%
灯油消費量（L） 214.00 211.86 233.00
CO2排出量（kg-CO2） 532.86 527.53 580.17
削減率（%） 15.08% 1.00% -9.98%
廃棄物排出量（t） 120.91 119.70 40.18

削減率（%） 17.75% 1.00% 66.43%
⽔使⽤量（m3） 385.00 381.15 305.50

削減率（%） -6.65% 1.00% 19.85%

灯油消費量 事務所建物のリノベーションにより灯油から電気暖房に切替。

廃棄物排出量 ⾃社排出量の適切な把握に努める。

⽔使⽤量 従来の節⽔活動に加え、節⽔ホース等の器具導⼊を検討。

電⼒消費量 古紙・廃プラスチック等の仕⼊量により増減する。こまめな節電やエアコンの

使⽤管理を継続。

ガソリン消費量 今後⼀年以内を⽬処に営業部設⽴予定で営業⾞の稼働が増える⾒込み。リース

アップ⾞両を電気⾃動⾞に切り替え検討。

軽油消費量 古紙仕⼊量の減少により稼働率低下。

達成

達成

未達成

営業⾞減少

古紙仕⼊量減少

優先度は低い

カウント⽅法変更

-

達成

達成

4. 環境⽬標実績・評価
新井紙材株式会社

達成 古紙仕⼊量減少



4-4 茅ヶ崎事業所

環境⽬標 前年度の実績の1%削減
2021年度実績 2022年度⽬標 2022年度実績 評価 コメント

電⼒消費量（kWh） 70,890.00 70,181.10 73,421.00
CO2排出量（kg-CO2） 34,736.10 34,388.74 35,976.29
削減率（%） -9.23% 1.00% -4.62%
ガソリン消費量（L） 0.00 0.00 0.00
CO2排出量（kg-CO2） 0.00 0.00 0.00
削減率（%） - - -
軽油消費量（L） 33,362.36 33,028.74 35,850.72
CO2排出量（kg-CO2） 86,074.89 85,214.14 92,494.86
削減率（%） -25.98% 1.00% -8.54%
灯油消費量（L） 0.00 0.00 0.00
CO2排出量（kg-CO2） 0.00 0.00 0.00
削減率（%） - - -
廃棄物排出量（t） 0.31 0.31 4.21

削減率（%） 32.61% 1.00% -1271.78%
⽔使⽤量（m3） 194.00 192.06 396.00

削減率（%） 10.60% 1.00% -106.19%

灯油消費量

廃棄物排出量 ⼀廃収集運搬量と⾃社排出分を適正に把握。

⽔使⽤量 従来の節⽔活動に加え、節⽔ホース等の器具導⼊を検討。

電⼒消費量 古紙・廃プラスチック等の仕⼊量により増減する。こまめな節電やエアコンの

使⽤管理を継続。

ガソリン消費量

軽油消費量 古紙・廃プラスチック等の仕⼊量により増減する。ルートの効率化とエコドラ

イブ徹底を⽬指す。GTLおよびRDなどバイオ燃料の導⼊を検討。

古紙仕⼊量増加

古紙仕⼊量増加

-

洗⾞による増加

-

未達成

未達成

-

未達成

4. 環境⽬標実績・評価
新井紙材株式会社

未達成



4-5 習志野事業所

環境⽬標 前年度の実績の1%削減
2021年度実績 2022年度⽬標 2022年度実績 評価 コメント

電⼒消費量（kWh） 73,101.00 72,369.99 70,592.00
CO2排出量（kg-CO2） 35,819.49 35,461.30 34,590.08
削減率（%） 5.58% 1.00% 2.46%
ガソリン消費量（L） 7,412.94 7,338.81 3,269.51
CO2排出量（kg-CO2） 17,198.02 17,026.04 7,585.26
削減率（%） -202.87% 1.00% 55.45%
軽油消費量（L） 45,272.39 44,819.67 31,297.77
CO2排出量（kg-CO2） 116,802.77 115,634.74 80,748.25
削減率（%） 0.06 1.00% 30.17%
灯油消費量（L） 383.78 379.94 0.00
CO2排出量（kg-CO2） 955.61 946.06 0.00
削減率（%） 0.00% - 0.00%
廃棄物排出量（t） 68.24 67.56 102.26

削減率（%） 62.51% 1.00% -51.37%
⽔使⽤量（m3） 308.00 304.92 446.00

削減率（%） 1.91% 1.00% -46.27%

灯油消費量 電気暖房に切り替え。

廃棄物排出量 ⾃社排出量のカウント⽅法変更。

⽔使⽤量 従来の節⽔活動に加え、節⽔ホース等の器具導⼊を検討。

電⼒消費量 古紙・廃プラスチック等の仕⼊量により増減する。こまめな節電やエアコンの

使⽤管理を継続。

ガソリン消費量 ⼀年内を⽬処に営業部設⽴予定で営業⾞の稼働が増える⾒込み。リースアップ

⾞両を電気⾃動⾞に切り替え検討。

軽油消費量 事業所⽴て直しに伴う古紙の回収量減少。

未達成

未達成

カウント⽅法変更

修繕⼯事の影響

4. 環境⽬標実績・評価
新井紙材株式会社

達成

達成

達成

達成

古紙仕⼊量減少の

ため

管理者退職により
営業者の稼動低下

既存ルートの外部
委託

電気暖房に切替



4-6 茨城事業所

環境⽬標 前年度の実績の1%削減
2021年度実績 2022年度⽬標 2022年度実績 評価 コメント

電⼒消費量（kWh） 79,985.00 79,185.15 67,420.00
CO2排出量（kg-CO2） 39,192.65 38,800.72 33,035.80
削減率（%） -8.81% 1.00% 14.86%
ガソリン消費量（L） 2,549.85 2,524.35 2,397.75
CO2排出量（kg-CO2） 5,915.65 5,856.50 5,562.78
削減率（%） 22.05% 1.00% 5.02%
軽油消費量（L） 56,997.32 56,427.35 61,785.97
CO2排出量（kg-CO2） 147,053.09 145,582.55 159,407.80
削減率（%） 7.66% 1.00% -9.50%
灯油消費量（L） 0.00 0.00 0.00
CO2排出量（kg-CO2） 0.00 0.00 0.00
削減率（%） 0.00% - 0.00%
廃棄物排出量（t） 25.48 25.23 5.72

削減率（%） -588.65% 1.00% 77.32%
⽔使⽤量（m3） 276.00 273.24 211.00

削減率（%） -1.47% 1.00% 22.78%

灯油消費量

廃棄物排出量 排出元への提案で廃プラを分別強化し有価物化としてリサイクルを進めた。

⽔使⽤量

電⼒消費量 2023年6⽉より太陽光発電システムが稼働した影響で、来期は更に減少できる
⾒込み。

ガソリン消費量 ⼀年内を⽬処に営業部設⽴予定で営業⾞の稼働が増える⾒込み。リースアップ

⾞両を電気⾃動⾞に切り替え検討。

軽油消費量 古紙・廃プラスチック等の仕⼊量により増減する。ルートの効率化とエコドラ

イブ徹底を⽬指す。GTLおよびRDなどバイオ燃料の導⼊を検討。

営業⾞減少

古紙仕⼊量増加

排出元の分別強化

節⽔活動

達成

未達成

-

達成

達成

4. 環境⽬標実績・評価
新井紙材株式会社

達成 ⾃家発電太陽光シ
ステム導⼊



5-1 ⼾⽥事業所

評価 次年度取組チェック
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯

排出事業者への情報提供と分別指導
ごみ分別の徹底

CO2排出量削減

⽔使⽤量の削減

廃棄物排出量の削減

LED照明化の推進
営業⾞両・運搬⾞両のエコドライブの徹底
⾞両の⽇常点検の実施
⽇常点検による⽔漏れのチェック
散⽔・⼿洗い時の節⽔活動の継続
ベーラー冷却⽔の流動コントロール

5. 主要な環境活動計画の内容と取組結果の評価
新井紙材株式会社

環境⽬標 取組項⽬
ベーラー・コンベア空運転の禁⽌
荷造り作業の⾒直しによる作業時間短縮
冷暖房の温度管理（基準省エネ温度設定）
こまめな消灯および部分照明推進



5-2 茅ヶ崎事業所

評価 次年度取組チェック
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯

5. 主要な環境活動計画の内容と取組結果の評価
新井紙材株式会社

環境⽬標 取組項⽬

CO2排出量削減

ベーラー・コンベア空運転の禁⽌
荷造り作業の⾒直しによる作業時間短縮
冷暖房の温度管理（基準省エネ温度設定）
こまめな消灯および部分照明推進
LED照明化の推進
営業⾞両・運搬⾞両のエコドライブの徹底
⾞両の⽇常点検の実施

⽔使⽤量の削減
⽇常点検による⽔漏れのチェック
散⽔・⼿洗い時の節⽔活動の継続
ベーラー冷却⽔の流動コントロール

廃棄物排出量の削減
排出事業者への情報提供と分別指導
ごみ分別の徹底



5-3 習志野事業所

評価 次年度取組チェック
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯

5. 主要な環境活動計画の内容と取組結果の評価
新井紙材株式会社

環境⽬標 取組項⽬

CO2排出量削減

ベーラー・コンベア空運転の禁⽌
荷造り作業の⾒直しによる作業時間短縮
冷暖房の温度管理（基準省エネ温度設定）
こまめな消灯および部分照明推進
LED照明化の推進
営業⾞両・運搬⾞両のエコドライブの徹底
⾞両の⽇常点検の実施

⽔使⽤量の削減
⽇常点検による⽔漏れのチェック
散⽔・⼿洗い時の節⽔活動の継続
ベーラー冷却⽔の流動コントロール

廃棄物排出量の削減
排出事業者への情報提供と分別指導
ごみ分別の徹底



5-4 茨城事業所

評価 次年度取組チェック
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯
◯ ◯

5. 主要な環境活動計画の内容と取組結果の評価
新井紙材株式会社

環境⽬標 取組項⽬

CO2排出量削減

ベーラー・コンベア空運転の禁⽌
荷造り作業の⾒直しによる作業時間短縮
冷暖房の温度管理（基準省エネ温度設定）
こまめな消灯および部分照明推進
LED照明化の推進
営業⾞両・運搬⾞両のエコドライブの徹底
⾞両の⽇常点検の実施

⽔使⽤量の削減
⽇常点検による⽔漏れのチェック
散⽔・⼿洗い時の節⽔活動の継続
ベーラー冷却⽔の流動コントロール

廃棄物排出量の削減
排出事業者への情報提供と分別指導
ごみ分別の徹底



環境⽬標 前年度の実績の1%削減
2018（実績）2022（実績） 2023 2024 2025

電⼒消費量（kWh） 370,417.00 340,895.30 337,486.35 334,111.48 330,770.37
CO2排出量（kg-CO2） 176,318.49 164,687.53 163,040.65 161,410.25 159,796.15
削減率（%） - 6.65% 1.00% 1.00% 1.00%
ガソリン消費量（L） 16,501.51 16,057.71 15,897.13 15,738.16 15,580.78
CO2排出量（kg-CO2） 38,283.50 37,253.89 36,881.35 36,512.54 36,147.41
削減率（%） 25.86% 1.00% 1.00% 1.00%
軽油消費量（L） 240,378.22 207,827.89 205,749.61 203,692.11 201,655.19
CO2排出量（kg-CO2） 620,175.81 536,195.96 530,834.00 525,525.66 520,270.40
削減率（%） 3.91% 1.00% 1.00% 1.00%
灯油消費量（L） 211.00 233.00 230.67 228.36 226.08
CO2排出量（kg-CO2） 525.39 580.17 574.37 568.62 562.94
削減率（%） 60.63% 1.00% 1.00% 1.00%
廃棄物排出量（t） 104.20 205.29 203.24 201.20 199.19

削減率（%） 3.52% 1.00% 1.00% 1.00%
⽔使⽤量（m3） 1,192.00 1,715.00 1,697.85 1,680.87 1,664.06

削減率（%） -47.46% 1.00% 1.00% 1.00%

基本的な考え⽅
① 各エネルギー消費量・排出量について適正把握に努める。
② 再資源化率の適正把握に努める。
③ 各排出量ゼロを⽬指し抜本的な改⾰に努める。

6. 全社としての次期3ヵ年の環境⽬標
新井紙材株式会社



7. 環境に関する規制の遵守状況チェック 

環境関連法規取り纏め表に基づき、年⼀回の⼀⻫遵守状況を確認について 2023/9/1 に確認。 

＜期間：2022 年 9 ⽉ 1 ⽇〜2023 年 8 ⽉ 31 ⽇＞ 

・環境に関する法規制等の違反に伴う環境への影響： 無し 

・環境関連法規に関する罰⾦、過料等の⽀払⾦額： ０円 件数 ：０件 

・環境関連の訴訟：2022 年度に受けた環境関連の訴訟  ： ０件 

 

種類 法規制等の名称 該当する要求事項 法令条項 遵守基準等 遵守状況 

法 労働安全衛⽣法 フォークリフト運転資格 

法第七⼗六条 

令第⼆⼗条第

⼗七項 

フォークリフト運転技能講習 

 最⼤荷重：１t 以上 ◯ 

法 廃掃法 

産業廃棄物（特別管理産業

廃棄物は除く）発⽣者の収

集・運搬委託 

（除外：都道府県に委託、

専ら再⽣利⽤⽬的の収集・

運搬業者への委託） 

法第⼗⼆条第

四項 

 

法第⼗⼆条⼗

⼀項 

委託業者は産廃の収集・運搬資格者 

（令第六条の⼆、則第⼋条の三参

照） 

帳簿の整備（⽉末記載を完了）・保

存 

（令第六条の四、則第⼋条の五参

照） 

（種類ごとに委託年⽉⽇、受託者⽒

名⼜は名称・住所、運搬先ごとの委

託量） 

◯ 

法 同上 
産業廃棄物収集・運搬事業

の処理基準 
法第⼗⼆条 

収集・運搬等の基準順守 

（令第六条、則第七条の⼆の⼆〜則

第七条の七参照）下記明記 

事業者：運搬⾞の側⾯に産廃⽤、⽒

名及び名称 

産廃業者：⽒名及び名称と許可番号 

◯ 

法 同上 

産業廃棄物発⽣者の管理票

発⾏ 

（除外：都道府県に委託、

専ら再⽣利⽤⽬的の収集・

運搬業者への委託） 

法第⼗⼆条の

三 

（則第⼋条の

⼗九） 

法第⼗⼆条の

三第五項 

マニフェストを委託業者へ交付 

 

運搬⼜は処分の終了の確認と保管 

（運搬：交付⽇から 90 ⽇以内） 

（処分：交付⽇から 180 ⽇以内） 

（保管：5 年間） 

◯ 



法 同上 
産業廃棄物収集運搬業の許

可の更新期間 

法第六条の九 

法第六条の⼗ 

産業廃棄物収集運搬業の政令で定め

る期間は、新たに許可を受けた者は

五年。 

当該許可の更新に際し、産業廃棄物

収集運搬業の許可の更新を受けた者

は五年。 

◯ 

法 
フロンガス排出抑

制法 

特定製品に係るフロン類の

回収及び破壊の実施の確保

に関する法律 法第六⼗四号 
7.5kW 以上のエアコンは、フロンガ

ス排出抑制法の対象となる 
◯ 

法 道路交通法 免許証の携帯と有効期限 法第六⼗四条 
無免許運転の禁⽌ 

◯ 

法 同上 酒気帯び運転の禁⽌ 法第六⼗五条 
酒気帯び者に運転させることの禁⽌ 

酒気帯び運転の禁⽌ 
◯ 

法 同上 積載制限順守 法第五⼗七条 
過積載⾞両の運転指⽰の禁⽌ 

過積載の禁⽌ 
◯ 

 

 



8. 代表者による全体の評価と⾒直し結果 
実施日 2023 年 11 月 1日 

代表取締役社長 新井遼一 

 
① 全体評価 

 
刷新した環境経営⽅針・⽬標を⽬指し、カーボンポジティブを⽬指し全社⼀丸となって取り組むこと。 
 
電⼒・燃料の主要指標については削減⽬標を達成できている。特に電⼒については⾃家発電による削減が
実感できているため、今後も設置可能な事業所については進めていくことが望ましい。燃料については主
に仕事量減少による後ろ向きな達成という認識は持つべきである。具体的な削減策が乏しいこともあるが、
できることから実施していくこと。廃棄物排出量については、事業所ごとの集計⽅法が統⼀できておらず、
この点は改善すべきである。 

 
② ⾒直し 

 
前年度に⼤きく刷新したことを踏まえ、⽐較可能性のためしばらく⼤きな⾒直しは控える⽅針。 
 
 

項⽬ ⾒直しの有無 
環境経営⽅針 無 
環境⽬標及び環境経営計画 無 
環境経営実施体制の取り組み 無 
その他指⽰事項 無 

 
 



法 同上 
産業廃棄物収集運搬業の許
可の更新期間 

法第六条の九 
法第六条の⼗ 

産業廃棄物収集運搬業の政令で定め
る期間は、新たに許可を受けた者は
五年。 
当該許可の更新に際し、産業廃棄物
収集運搬業の許可の更新を受けた者
は五年。 

◯ 

法 
フロンガス排出抑
制法 

特定製品に係るフロン類の
回収及び破壊の実施の確保
に関する法律 法第六⼗四号 

7.5kW 以上のエアコンは、フロンガ
ス排出抑制法の対象となる 

◯ 

法 道路交通法 免許証の携帯と有効期限 法第六⼗四条 
無免許運転の禁⽌ 

◯ 

法 同上 酒気帯び運転の禁⽌ 法第六⼗五条 
酒気帯び者に運転させることの禁⽌ 
酒気帯び運転の禁⽌ 

◯ 

法 同上 積載制限順守 法第五⼗七条 
過積載⾞両の運転指⽰の禁⽌ 
過積載の禁⽌ 

◯ 

 

 


